
(57)【要約】

　椎間インプラント（１）であって、Ａ）中心軸（３８

）、前記中心軸（３８）と交差する第１の端（４７）、

および前記中心軸（３８）と交差する第２の端（４８）

を有する椎間腔へ導入可能な中央部（４０）と、Ｂ）前

記中央部（３７）の前記中心軸（３８）に対して横方向

に位置するそれぞれ１つの長手方向軸（１８、１９）、

および前記中央部（３７）の前記中心軸（３８）に対し

て横方向に向けられたそれぞれ１つの並置面（１４、１

５）を有する、２つの隣接した椎体の２つの棘突起へ取

付けるための２つの長手方向の部分（１０、１１）とを

有し、ここでＣ）それぞれ１つの部分（１０、１１）が

、前記並置面（１４、１５）が対向するように、前記中

央部（４０）のそれぞれ１つの端（１４、１５）と接続

可能であり、ここで、Ｄ）前記中央部（４０）がその中

心軸（３８）に対して横方向に前記２つの部分（１０、

１１）の前記長手方向軸（１８、１９）に沿って伸延可

能である。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） で あ っ て 、
　 Ａ ） 中 心 軸 （ ３ ８ ） 、 前 記 中 心 軸 （ ３ ８ ） と 交 差 す る 第 １ の 端 （ ４ ７ ） 、 お よ び 前 記 中
心 軸 （ ３ ８ ） と 交 差 す る 第 ２ の 端 （ ４ ８ ） を 有 す る 椎 間 腔 へ 導 入 可 能 な 中 央 部 （ ４ ０ ） と
、
　 Ｂ ） 前 記 中 央 部 （ ３ ７ ） の 前 記 中 心 軸 （ ３ ８ ） に 対 し て 横 方 向 に 位 置 す る そ れ ぞ れ １ つ
の 長 手 方 向 軸 （ １ ８ 、 １ ９ ） 、 お よ び 前 記 中 央 部 （ ３ ７ ） の 前 記 中 心 軸 （ ３ ８ ） に 対 し て
横 方 向 に 向 け ら れ た そ れ ぞ れ １ つ の 並 置 面 （ １ ４ 、 １ ５ ） を 有 す る 、 ２ つ の 隣 接 し た 椎 体
の ２ つ の 棘 突 起 へ 取 付 け る た め の ２ つ の 長 手 方 向 の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） と を 有 し 、
　 Ｃ ） そ れ ぞ れ １ つ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） が 、 前 記 並 置 面 （ １ ４ 、 １ ５ ） が 対 向 す る よ う
に 、 前 記 中 央 部 （ ４ ０ ） の そ れ ぞ れ １ つ の 端 （ １ ４ 、 １ ５ ） と 接 続 可 能 で あ る 椎 間 イ ン プ
ラ ン ト （ １ ） に お い て 、
　 Ｄ ） 前 記 中 央 部 （ ４ ０ ） が そ の 中 心 軸 （ ３ ８ ） に 対 し て 横 方 向 に 前 記 ２ つ の 部 分 （ １ ０
、 １ １ ） の 前 記 長 手 方 向 軸 （ １ ８ 、 １ ９ ） に 沿 っ て 伸 延 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 椎 間
イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 中 央 部 （ ４ ０ ） が 、 前 記 中 央 部 （ ４ ０ ） の 前 記 中 心 軸 （ ３ ８ ） に 対 し て 平 行 の そ れ
ぞ れ １ つ の 長 手 方 向 軸 （ ４ 、 ５ ） と 互 い に 対 し て 接 続 可 能 な ２ つ の マ ン ド レ ル （ ２ 、 ３ ）
を 含 ん で 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ２ つ の マ ン ド レ ル （ ２ 、 ３ ） が 、 そ れ ぞ れ １ つ の 前 端 お よ び そ れ ぞ れ １ つ の 後 端 （
２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） を 有 し 、 前 記 第 １ の 部 分 （ １ ０ ） に お け る 前 記 後 端 （ ２ ４ 、 ２
５ ） 、 お よ び 前 記 第 ２ の 部 分 （ １ １ ） に お け る 前 記 前 端 （ ２ ２ 、 ２ ３ ） と 所 望 の 位 置 で 固
定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ２ つ の マ ン ド レ ル （ ２ 、 ３ ） が 、 そ の 端 （ ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） と 前 記 ２ つ の
部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） に お い て 連 動 す る よ う に 固 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に
記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　  前 記 ２ つ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） の 各 々 が そ の 並 置 面 （ １ ４ 、 １ ５ ） に 対 向 し て 外 側 に
位 置 す る 表 面 （ １ ６ 、 １ ７ ） を 有 し 、 か つ そ の 並 置 面 （ １ ４ 、 １ ５ ） か ら そ の 外 側 に 位 置
す る 表 面 （ １ ６ 、 １ ７ ） ま で 貫 通 す る そ れ ぞ れ １ つ の 長 方 形 の 穴 部 （ ２ ０ 、 ２ １ ） を 含 ん
で 成 り 、 そ の 長 軸 が 前 記 ２ つ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） の 前 記 長 手 方 向 軸 （ １ ８ 、 １ ９ ） に 対
し て 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト
（ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 長 方 形 の 穴 部 （ ２ ０ 、 ２ １ ） に お い て 少 な く と も １ つ の マ ン ド レ ル （ ２ 、 ３ ） が 、
前 記 ２ つ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） の 前 記 長 手 方 向 軸 （ １ ８ 、 １ ９ ） に 対 し て 平 行 に 移 動 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 マ ン ド レ ル （ ２ 、 ３ ） の 各 々 が ２ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 直 径 方 向 の 寸 法 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の マ ン ド レ ル （ ３ ） が 前 記 第 ２ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） の 前 記 長 手 方 向 軸 （ １ ８
、 １ ９ ） に 対 し て 平 行 に 前 記 第 １ の マ ン ド レ ル （ ２ ） に 対 し て ７ ｍ ｍ ～ １ ５ ｍ ｍ 移 動 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 各 長 方 形 の 穴 部 （ ２ ０ 、 ２ １ ） が 前 記 ２ つ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） の 前 記 長 手 方 向 軸 （ １
８ 、 １ ９ ） に 対 し て 平 行 の 側 面 （ ２ ６ 、 ２ ７ ） を 三 次 元 の 巨 視 的 構 造 と と も に 有 す る こ と
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を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ～ ８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。 　
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 三 次 元 の 巨 視 的 構 造 が 歯 （ ２ ８ ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
９ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ２ つ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） が 前 記 ２ つ の マ ン ド レ ル （ ２ 、 ３ ） と し て 硬 い 材 料 で 製
造 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ １ １ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト
（ １ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の マ ン ド レ ル （ ２ ） が そ の 後 端 （ ２ ４ ） に お い て 前 記 ２ つ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １
） の １ つ と し っ か り 結 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ １ １ の い ず れ か １ つ に 記
載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ２ つ の マ ン ド レ ル （ ２ 、 ３ ） の 少 な く と も １ つ が 弾 性 の 手 段 （ ３ ４ ） を 含 ん で 成 り
、 こ れ に よ っ て 前 記 マ ン ド レ ル （ ２ 、 ３ ） が そ の 長 手 方 向 軸 （ ４ 、 ５ ） に 対 し て 横 方 向 に
弾 性 に 変 形 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ １ ２ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 椎 間 イ ン
プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 弾 性 の 手 段 （ ３ ４ ） が 、 少 な く と も １ つ の マ ン ド レ ル （ ２ 、 ３ ） の 少 な く と も １ つ
の 周 辺 に 配 置 さ れ た バ ネ プ レ ー ト （ ３ ６ ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ３ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 弾 性 手 段 （ ３ ４ ） が 前 記 ２ つ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） の 前 記 長 手 方 向 軸 （ １ ８ 、 １ ９
） に 対 し て 平 行 に ０ ． １ ｍ ｍ ～ ４ ． ０ ｍ ｍ で 弾 性 に 変 形 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ３ ま た は １ ４ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ２ つ の 部 分 （ １ ０ 、 １ １ ） が プ レ ー ト 状 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ １ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 椎 間 イ ン プ ラ ン ト （ １ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 第 １ 項 の 前 文 に よ る 椎 間 イ ン プ ラ ン ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 か か る イ ン プ ラ ン ト は 、 欠 陥 の あ る 椎 間 板 に お け る 隣 接 し た 椎 体 の 隔 離 体 と し て 役 立 ち
う る 。 欠 陥 の あ る 椎 間 板 に よ っ て 椎 体 間 の 減 少 し た 距 離 は 、 か か る イ ン プ ラ ン ト に よ っ て
拡 大 さ れ る た め 、 再 び 椎 間 関 節 の 負 担 も 緩 和 さ れ る 。
　 一 般 的 な 椎 間 プ ロ テ ー ゼ は 、 特 許 文 献 １ に よ り 周 知 で あ る 。 こ の 周 知 の 椎 間 プ ロ テ ー ゼ
は 、 椎 間 腔 へ 導 入 さ れ る 中 央 部 を 含 ん で 成 り 、 そ こ か ら 頭 側 お よ び 尾 側 に そ れ ぞ れ 一 対 の
長 手 方 向 の 突 起 が 中 央 部 か ら 左 右 に 突 出 し 、 中 央 部 は ２ つ の 隣 接 し た 椎 体 の 棘 突 起 （ ｐ ｒ
ｏ ｃ ｅ ｓ ｓ ｕ ｓ 　 ｓ ｐ ｉ ｎ ｏ ｓ ｕ ｓ ） 間 の 突 起 に よ っ て 保 持 さ れ う る 。 し か し 、 こ の 周 知
の プ ロ テ ー ゼ は 、 非 拡 張 可 能 で あ る 中 央 部 を 含 ん で 成 る た め 、 プ ロ テ ー ゼ そ の も の に よ っ
て 隣 接 し た 椎 体 の 伸 延 さ れ た 位 置 は 得 ら れ な い 。
　 特 許 文 献 ２ に よ り 、 ラ チ ェ ッ ト 機 構 に よ っ て 伸 縮 自 在 の 脊 椎 プ ロ テ ー ゼ が 周 知 で あ る が
、 こ れ は 椎 間 腔 へ 導 入 さ れ な け れ ば な ら ず 、 そ れ に よ っ て 椎 間 腔 の 除 去 が 必 要 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 国 際 公 開 公 報 第 ０ ３ ／ ０ １ ５ ６ ４ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 国 際 公 開 公 報 第 ９ ８ ／ ４ ６ １ ７ ３ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 点 で 本 発 明 は 改 善 を 提 供 す る 。 本 発 明 の 課 題 は 、 椎 間 腔 へ 導 入 可 能 な 要 素 を 含 む と
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同 時 に 、 隣 接 す る 椎 体 の 伸 延 を 可 能 に し 、 ま っ す ぐ に 支 え る こ と が で き る 椎 間 イ ン プ ラ ン
ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 有 す る 椎 間 イ ン プ ラ ン ト で 上 記 課 題 を 解 決 す る 。
　 本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 利 点 は 、 本 発 明 に よ る イ ン プ ラ ン ト の お か げ で 、
－ 椎 間 腔 の 除 去 が 不 要 で あ り 、
－ 所 望 の 伸 延 位 置 で 隣 接 す る 椎 体 の 伸 延 お よ び 固 定 が 可 能 で あ り 、
－ 靱 帯 、 特 に 棘 上 靱 帯 の 除 去 が 不 要 で あ り 、
－ 伸 延 が イ ン プ ラ ン ト と 直 接 行 わ れ 、
－ 無 段 伸 延 が 可 能 で あ り 、 か つ
－ １ 個 の イ ン プ ラ ン ト の み が 必 要 で あ る
点 に お い て 実 質 的 に 確 認 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て は 、 椎 間 イ ン プ ラ ン ト の 中 央 部 は ２ つ の 互 い に 対 し て 移 動 可
能 な マ ン ド レ ル に よ っ て 実 現 さ れ て い る が 、 こ れ ら は 第 １ の 部 分 に お け る 後 端 お よ び 第 ２
の 部 分 に お け る 前 端 と 所 望 の 位 置 で 固 定 さ れ て い る 。 こ れ ら の マ ン ド レ ル は 、 好 ま し く は
、 そ れ ら が 移 植 の た め に 緊 密 に 隣 接 し て 取 付 け 可 能 で あ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 好 ま し
く は 、 マ ン ド レ ル は 長 手 方 向 軸 に 対 し て 直 交 の 半 円 形 の 断 面 で 構 成 さ れ て お り 、 こ こ で 平
坦 な 面 が 互 い に 対 し て 向 け ら れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 マ ン ド レ ル の 挿 入 に 際 し て 、 特
に 靱 帯 を 通 じ た マ ン ド レ ル の 導 入 に 際 し て 、 靱 帯 お よ び 周 囲 の 組 織 が わ ず か に 損 な わ れ る
利 点 が 達 成 可 能 で あ る 。
　 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ つ の マ ン ド レ ル は そ の 端 と ２ つ の 部 分 に お い て 噛 み 合 い 固
定 可 能 で あ り 、 そ の 伸 延 お よ び 固 定 後 の マ ン ド レ ル の 意 図 的 で な い 移 動 が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ つ の 部 分 の 各 々 は そ の 並 置 面 か ら そ の 外 側 に 位 置 す
る 表 面 ま で 貫 通 す る 長 方 形 の 穴 部 を 含 ん で 成 り 、 そ の 長 軸 は ２ つ の 部 分 の 長 手 方 向 軸 に 対
し て 平 行 で あ る 。 マ ン ド レ ル の 端 は 長 方 形 の 穴 部 に お い て 長 方 形 の 穴 部 の 長 い 側 壁 に よ っ
て 長 方 形 の 穴 部 の 長 軸 に 対 し て 垂 直 の 意 図 的 で な い 移 動 に 対 し て 保 護 さ れ る 。
　 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 １ つ の マ ン ド レ ル の み が ２ つ の 部 分 の 長 手 方 向 軸 に 対 し て 平
行 に 長 方 形 の 穴 部 に お い て 移 動 可 能 で あ る が 、 も う １ つ の マ ン ド レ ル も 移 植 前 に ２ つ の 部
分 の １ つ と 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 椎 間 イ ン プ ラ ン ト の 各 種 構 成 部 分 の い く つ か の 適 切 な 寸 法 を 示 す 。 す な わ ち 、
－ 好 ま し く は 、 そ の 部 分 の 各 々 が 長 手 方 向 軸 に 対 し て 平 行 に １ ０ ｍ ｍ ～ ３ ０ ｍ ｍ の 高 さ Ｈ
を 有 し 、
－ 好 ま し く は 、 マ ン ド レ ル の 各 々 が ２ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 最 大 の 直 径 方 向 の 寸 法 を 有 し 、
－ ２ つ の マ ン ド レ ル の 可 動 性 が ２ つ の 部 分 の 長 手 方 向 軸 に 対 し て 、 か つ 互 い に 対 し て 平 行
に 好 ま し く は 、 ７ ｍ ｍ ～ １ ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 各 々 の 長 方 形 の 穴 部 は ２ つ の 部 分 の 長 手 方 向 軸 に 対 し
て 平 行 の 側 面 に お い て 三 次 元 の 巨 視 的 構 造 を 有 し 、 こ れ は 好 ま し く は 、 歯 か ら 成 る 。 好 ま
し く は 、 ２ つ の 部 分 は チ タ ン で 製 造 さ れ 、 ２ つ の マ ン ド レ ル は 軟 ら か い 材 料 で 製 造 さ れ て
い る た め 、 ２ つ の 材 料 の マ ン ド レ ル の 軟 ら か い 材 料 は 、 例 え ば 、 長 方 形 の 穴 部 の 側 面 に お
け る 巨 視 的 構 造 へ マ ン ド レ ル を 軸 方 向 に 強 く 押 す こ と に よ っ て 押 圧 さ れ う る 。 マ ン ド レ ル
の 成 形 は 可 塑 性 で あ る た め 、 ２ つ の 部 分 の 長 方 形 の 穴 部 に お け る マ ン ド レ ル の 噛 み 合 い 結
合 が 達 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ つ の マ ン ド レ ル の 少 な く と も １ つ は 、 隣 接 す る 椎 体 の 棘 突
起 に 対 し て 向 け ら れ た 弾 性 の 手 段 を 含 ん で 成 り 、 マ ン ド レ ル は 隣 接 す る 棘 突 起 と の 接 触 範
囲 で そ の 長 手 方 向 軸 に 対 し て 横 方 向 に 弾 性 に 変 形 可 能 で あ る 。 こ う し て 、 椎 間 イ ン プ ラ ン
ト が そ の 移 植 後 に ２ つ の 隣 接 し た 椎 体 の 棘 突 起 間 で 脊 柱 長 手 方 向 軸 に 対 し て 平 行 に 所 望 の
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範 囲 内 で 弾 性 で あ る 利 点 が 達 成 可 能 で あ る 。 好 ま し く は 、 こ れ ら の 弾 性 手 段 は マ ン ド レ ル
に お い て 周 辺 に 配 置 さ れ た バ ネ プ レ ー ト と し て 構 成 さ れ て お り 、 こ こ で バ ネ の 偏 向 は ０ ．
１ ｍ ｍ ～ ４ ． ０ ｍ ｍ で あ る 。
　 さ ら に 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ つ の 部 分 は プ レ ー ト 状 に 構 成 さ れ て い る た め 、 椎 間
イ ン プ ラ ン ト の 所 要 ス ペ ー ス は 可 能 な 限 り 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 図 面 の 簡 単 な 説 明 ）
　 本 発 明 お よ び 本 発 明 の 発 展 形 態 を 以 下 、 複 数 の 実 施 例 の 部 分 的 概 略 図 を 用 い て さ ら に 詳
細 に 述 べ る 。
　 　 図 １ は 、 伸 延 さ れ た マ ン ド レ ル を 有 す る 本 発 明 に よ る イ ン プ ラ ン ト の 実 施 形 態 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
　 　 図 ２ は 、 伸 延 さ れ た マ ン ド レ ル を 有 す る 本 発 明 に よ る 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 断 面 図 で あ
る 。
　 　 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る イ ン プ ラ ン ト の 図 ２ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 の ２ つ の マ ン ド レ
ル の 中 心 軸 に 対 し て 直 交 の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
　 　 図 ４ は 、 ２ つ の 隣 接 し た 椎 体 の 棘 突 起 間 の 本 発 明 に よ る イ ン プ ラ ン ト の 実 施 形 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 椎 間 イ ン プ ラ ン ト １ の 図 １ お よ び ４ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 は 、 実 質 的 に プ レ ー ト と し
て 形 成 さ れ た ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ を 、 そ れ ぞ れ １ つ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ 、 お よ び そ
れ ぞ れ ２ つ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ と 交 差 す る 端 ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ と と も に 含 ん で
成 る 。 ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ は 互 い に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ て お り 、 中 央 部 ４ ０ に よ っ て
互 い に 対 し て 固 定 可 能 で あ る 。 中 央 部 ４ ０ は 、 そ の 中 心 軸 ３ ８ が ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ の
長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ に 対 し て 横 方 向 に 走 り 、 か つ そ れ ぞ れ １ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ が 中 央
部 ４ ０ の そ れ ぞ れ １ つ の 端 ４ ７ 、 ４ ８ に お い て 固 定 可 能 で あ る よ う に ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １
１ 間 に 配 置 さ れ て い る 。 ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ は 、 そ れ ぞ れ ２ つ の 端 ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、
４ ４ に よ っ て 側 面 に 接 し た そ れ ぞ れ １ つ の 並 置 面 １ ４ 、 １ ５ を 有 し 、 こ れ ら は 棘 突 起 （ ５
０ ） （ 図 ４ ） の そ れ ぞ れ 側 面 に 取 付 け 可 能 で あ る 。 各 部 分 １ ０ 、 １ １ は 、 対 応 す る 部 分 １
０ 、 １ １ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ に 対 し て 平 行 の 長 軸 と と も に 長 方 形 の 穴 部 ２ ０ 、 ２ １ を
有 し 、 こ こ で 対 応 す る 長 方 形 の 穴 部 ２ ０ 、 ２ １ の ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ の 各 々 は 並 置 面 １
４ 、 １ ５ か ら 対 向 す る 外 側 に 位 置 す る 表 面 １ ６ 、 １ ７ に ま で 貫 通 さ れ る 。 中 央 部 ４ ０ は 、
２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ に 対 し て 平 行 に 伸 延 可 能 で あ り 、 か つ ２ つ
の マ ン ド レ ル ２ 、 ３ に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 そ の 長 手 方 向 軸 ４ 、 ５ は 並 置 面 １ ４ 、 １ ５
に 対 し て 横 方 向 に 位 置 し て い る 。 ２ つ の 長 方 形 の 穴 部 ２ ０ 、 ２ １ の 各 々 は 、 対 応 す る 部 分
１ ０ 、 １ １ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ と 交 差 す る 第 １ の 端 ６ 、 ７ 、 お よ び 同 様 に 対 応 す る 部
分 １ ０ 、 １ １ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ と 交 差 す る 第 ２ の 端 ８ 、 ９ を 有 す る 。 さ ら に 、 ２ つ
の 部 分 １ ０ 、 １ １ の 各 々 は 、 長 方 形 の 穴 部 ２ ０ 、 ２ １ か ら 軸 方 向 に 接 し た 開 口 ３ ０ 、 ３ １
を 有 し 、 こ こ か ら そ れ ぞ れ １ つ の 開 口 ３ ０ 、 ３ １ が ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ の そ れ ぞ れ １ つ
を 並 置 面 １ ４ 、 １ ５ か ら 外 側 に 位 置 す る 表 面 １ ６ 、 １ ７ ま で 貫 通 す る 。 ２ つ の 開 口 ３ ０ 、
３ １ は 第 １ の マ ン ド レ ル ２ の 長 手 方 向 軸 ４ に 対 し て 同 軸 に 配 置 さ れ て お り 、 第 １ の マ ン ド
レ ル ２ は そ の 後 端 ２ ４ と と も に 第 １ の 開 口 ３ ０ へ 導 入 可 能 に 第 １ の 部 分 １ ０ と し っ か り 結
合 可 能 で あ り 、 か つ 移 植 中 に 第 ２ の 部 分 １ １ に お け る 第 ２ の 開 口 ３ １ に よ っ て 操 作 可 能 で
あ り 、 か つ そ こ に 固 定 可 能 で あ る 。 第 ２ の マ ン ド レ ル ３ は 、 長 方 形 の 穴 部 ２ ０ 、 ２ １ の 第
２ の 端 ８ 、 ９ に お い て こ れ ら に よ っ て 操 作 さ れ 、 伸 延 器 具 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て ２ つ の 部
分 １ ０ 、 １ １ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ に 対 し て 平 行 に ２ つ の 長 方 形 の 穴 部 ２ ０ 、 ２ １ へ 移
動 可 能 で あ る 。 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ に 対 し て 平 行 に 位 置 す る 長 方 形 の 穴 部 ２ ０ 、 ２ １ の
側 面 ２ ６ 、 ２ ７ に は 歯 ２ ８ が 取 付 け ら れ て お り 、 第 ２ の マ ン ド レ ル ３ は 長 方 形 の 穴 部 ２ ０
、 ２ １ に お い て 軸 方 向 に 強 く 押 す こ と に よ っ て 噛 み 合 い 固 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 マ ン ド レ ル ２ 、 ３ は 、 そ れ ら が そ の 長 手 方 向 軸 ４ 、 ５ に 対 し て 直 交 の パ イ 状 の 断 面 を 有
す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 こ こ で ２ つ の マ ン ド レ ル ２ 、 ３ の 平 坦 な 側 面 が 互 い に 対 し て
向 け ら れ て お り 、 ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ に 対 し て 垂 直 位 置 し て い
る 。 さ ら に 、 ２ つ の マ ン ド レ ル ２ 、 ３ は そ の 前 端 ２ ２ 、 ２ ３ に お い て 尖 っ た 形 に 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 、 第 ２ の マ ン ド レ ル ３ が 弾 性 の 手 段 ３ ４ で 構 成 さ れ て い る 点 で の み 図 １ に 示 さ れ
て い る 実 施 形 態 と 異 な る 椎 間 プ ロ テ ー ゼ １ の 実 施 形 態 を 示 す 。 さ ら に 、 並 置 面 １ ４ 、 １ ５
は ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ と 交 差 す る 、 ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ の 長
手 方 向 軸 の 側 面 の 端 ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ に お い て 曲 げ ら れ て お り 、 そ れ に よ っ て 並 置
面 １ ４ 、 １ ５ の 生 体 構 造 へ の 良 好 な 適 合 が 達 成 可 能 で あ る 。 ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ の 第 １
の 端 ４ １ 、 ４ ３ に お い て は 、 外 側 に 位 置 す る 表 面 １ ６ 、 １ ７ か ら 貫 入 す る 第 １ の 手 段 ４ ５
が 、 器 具 （ 図 示 せ ず ） の 先 端 を 受 入 れ る た め に 取 付 け ら れ て い る 。 器 具 の 先 端 を 受 入 れ る
た め の こ れ ら 第 １ の 手 段 ４ ５ は こ の 場 合 、 六 角 穴 と し て 構 成 さ れ て お り 、 部 分 １ ０ 、 １ １
の 各 々 が 器 具 先 端 へ の 移 植 の た め に 取 付 け 可 能 で あ る が 、 器 具 先 端 に 対 し て 移 動 ま た は 回
転 し え な い 。 ２ つ の マ ン ド レ ル に は 器 具 （ 図 示 せ ず ） に 先 端 を 受 入 れ る た め の 第 ２ の 手 段
４ ６ が 取 付 け ら れ て い る が 、 こ れ ら は こ の 場 合 、 ２ つ の マ ン ド レ ル ２ 、 ３ の 後 端 ２ ４ 、 ２
５ か ら 貫 入 す る 穴 と し て 構 成 さ れ て い る 。 器 具 の 先 端 を 受 入 れ る た め の こ れ ら 第 ２ の 手 段
４ ６ に は 伸 延 器 具 の 先 端 が 導 入 可 能 で あ り 、 こ れ に よ っ て 第 ２ の マ ン ド レ ル ３ が ２ つ の 部
分 １ ０ 、 １ １ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ に 対 し て 平 行 に 第 １ の マ ン ド レ ル ２ に 対 し て 移 動 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の マ ン ド レ ル ３ は 、 椎 体 の 棘 突 起 に 隣 接 す る そ の 表 面 に お い て 弾 性 の 手 段 ３ ４ を 含
ん で 成 り 、 こ れ ら は 移 植 後 に マ ン ド レ ル ２ 、 ３ に 位 置 す る 棘 突 起 の 互 い に 対 す る 運 動 を 可
能 に す る 。 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 弾 性 の 手 段 ３ ４ は 実 質 的 に 弓 状 の バ ネ プ レ ー ト ３
６ か ら 成 り 、 こ れ は ２ つ の 並 置 面 １ ４ 、 １ ５ 間 で 第 ２ の マ ン ド レ ル ３ に お け る ２ つ の 半 径
方 向 の 溝 ３ ５ に 固 定 さ れ て お り 、 半 径 方 向 に 弾 性 に 変 形 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 第 ２ の マ ン
ド レ ル ３ の 長 手 方 向 軸 ５ に 対 し て 直 交 の マ ン ド レ ル ３ の 断 面 は バ ネ プ レ ー ト ３ ６ の 範 囲 で
小 さ く な る た め 、 バ ネ プ レ ー ト の 偏 向 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
移 植 手 順 の 説 明 ：
　 切 開 を 行 い 、 棘 突 起 の 側 面 に お け る 筋 肉 組 織 の み を 剥 離 し た 後 、 椎 間 イ ン プ ラ ン ト １ を
移 植 す る こ と が で き る 。 移 植 の た め に 、 前 端 ２ ２ 、 ２ ３ に お け る マ ン ド レ ル ２ 、 ３ の 尖 っ
た 形 の 構 成 に 基 づ き 、 治 療 す べ き 椎 体 の 範 囲 に お け る 靱 帯 の 除 去 が 必 要 で な い 。 ２ つ の マ
ン ド レ ル ２ 、 ３ を 、 移 植 の た め に そ の 後 端 ２ ４ 、 ２ ５ と と も に 第 １ の 部 分 １ ０ へ 導 入 し 、
第 １ の 部 分 １ ０ の 長 手 方 向 軸 １ ８ に 対 し て 平 行 に 、 そ れ ら が で き る 限 り 小 さ な 断 面 を 有 す
る 中 央 部 ４ ０ を 形 成 す る ま で 互 い に 対 し て 移 動 さ せ る 。 第 １ の 部 分 １ ０ は 、 ２ つ の マ ン ド
レ ル ２ 、 ３ と と も に 器 具 の 顎 部 と 結 合 さ れ る が 、 第 ２ に 部 分 １ １ は 同 じ 器 具 の 第 ２ の 顎 部
と 結 合 さ れ る 。 第 １ の 部 分 １ ０ と 結 合 さ れ た マ ン ド レ ル ２ 、 ３ が 棘 突 起 お よ び 椎 間 靱 帯 の
左 に 配 置 さ れ 、 か つ 第 ２ の 部 分 １ １ が 棘 突 起 の 右 に 配 置 さ れ る よ う に 椎 間 イ ン プ ラ ン ト １
を 導 入 す る 。 椎 間 イ ン プ ラ ン ト １ を で き る 限 り さ ら に 腹 側 に 配 置 す る 。 器 具 を 用 い て 、 マ
ン ド レ ル ２ 、 ３ を 靱 帯 を 通 じ て 押 圧 し 、 前 端 ２ ２ 、 ２ ３ と と も に 長 方 形 の 穴 部 ２ １ を 通 じ
て 、 も し く は 第 ２ の 部 分 １ １ に お け る 第 ２ の 開 口 ３ １ を 通 す 。 次 い で 、 第 ２ の 器 具 を 用 い
て 、 マ ン ド レ ル ２ 、 ３ を ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ の 長 手 方 向 軸 １ ８ 、 １ ９ に 対 し て 平 行 に 伸
延 す る 。 マ ン ド レ ル ２ 、 ３ は ２ つ の 隣 接 し た 棘 突 起 間 に 配 置 さ れ て お り 、 伸 延 は こ こ に 配
置 さ れ る た め 、 ２ つ の マ ン ド レ ル ２ 、 ３ の 別 の 伸 延 に よ っ て ２ つ の 隣 接 す る 椎 体 が 伸 延 さ
れ る 。 ２ つ の 隣 接 す る 椎 体 の 所 望 の 伸 延 が 達 成 さ れ た 後 、 ２ つ の マ ン ド レ ル ２ 、 ３ を 器 具
の 顎 部 の 長 方 形 の 穴 部 ２ ０ 、 ２ １ 、 も し く は ２ つ の 開 口 ３ ０ 、 ３ １ へ の 圧 縮 に よ っ て 押 込
み 、 第 ２ の マ ン ド レ ル ３ の 前 端 、 も し く は 後 端 ２ ３ 、 ２ ５ を 歯 ２ ８ へ 圧 入 し 、 マ ン ド レ ル
２ 、 ３ が ２ つ の 部 分 １ ０ 、 １ １ と 結 合 さ れ る よ う に す る 。 マ ン ド レ ル ２ 、 ３ の 固 定 を ２ つ
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の 部 分 １ ０ 、 １ １ に お い て 行 っ た 後 、 器 具 を 除 去 し 、 創 傷 を 閉 鎖 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 伸 延 さ れ た マ ン ド レ ル を 有 す る 本 発 明 に よ る イ ン プ ラ ン ト の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 伸 延 さ れ た マ ン ド レ ル を 有 す る 本 発 明 に よ る 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る イ ン プ ラ ン ト の 図 ２ に 示 さ れ て い る 実 施 形 態 の ２ つ の マ ン ド レ ル の
中 心 軸 に 対 し て 直 交 の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ２ つ の 隣 接 し た 椎 体 の 棘 突 起 間 の 本 発 明 に よ る イ ン プ ラ ン ト の 実 施 形 態 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
２ 、 ３ 　 マ ン ド レ ル 　 　 長 手 方 向 軸 　 ４ 、 ５ 　
１ ０ 、 １ １ 　 部 分 　 　 　 並 置 面 　 １ ４ 、 １ ５
表 面 　 １ ６ 、 １ ７ 　 　 　 長 手 方 向 軸 　 １ ８ 、 １ ９
穴 部 　 ２ ０ 、 ２ １ 　 　 　 ４ ０ 　 中 央 部 　 　 端 　 ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４
１ つ の 端 　 ４ ７ 、 ４ ８ 　 棘 突 起 　 ５ ０
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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